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1 Data Integration プラグイン

このマニュアルでは、 Data Integration プラグインの機能と使用方法について説明
します。 この章で説明する ト ピッ クは以下のとおりです。

� XML 変換について

� データ統合とは

� リポジ ト リの使い方

XML 変換について

Enterprise Application Integration (EAI) のほとんどの領域で、 EAI ソ リ ューシ ョ
ンにはデータ変換が関係してきます。 XML は急速にアプ リ ケーシ ョ ン間の情報
交換に関する標準とな りつつあ り、 異なるアプ リ ケーシ ョ ンを統合する上でかけ

がえのない手段となっています。 しかし、 データ変換エンジンのほとんどは、 バ

イナ リ  データ  フォーマッ ト と  XML の変換をサポート していません。 Data 
Integration プラグインは、 従来のシステムのバイナリ  フォーマッ ト と  XML との
間のデータ変換をサポートする こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン間の情報交換を可

能にします。

従来のアプリ ケーシ ョ ン との間でやり取り されるデータは、 情報の発信元である
機器固有のバイナリ  フォーマッ ト で作成された、 プラ ッ ト フォーム依存情報で
ある こ とが多く なっています。 バイナリ  データは自己記述型ではあ り ません。
このため従来のアプリ ケーシ ョ ンからのバイナリ  データを使用するアプ リ ケー
シ ョ ンが理解できるよ うに、 データのフォーマッ ト情報 （メ タデータ） を各アプ

リ ケーシ ョ ンの中に埋め込む必要があ り ます。

XML は、 アプ リ ケーシ ョ ン間で情報を交換するための標準にな りつつあ り ま
す。 その理由と して、 XML ではデータの記述がデータ  ス ト リームの中に埋め込
まれ、 アプ リ ケーシ ョ ン間でデータを簡単に交換できるこ とが挙げられます。
XML は解析が容易であ り、 複雑なデータ構造も表現できます。 このため、 アプ
リ ケーシ ョ ンを結合する場合に各アプリ ケーシ ョ ンの中にメ タデータを埋め込む
必要があ り ません。
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1 Data Integration プラグイン
バイナリ  データ と  XML データの変換では、 標準の XML 解析方法によってデー
タにアクセスできるよ うに、構造化されたバイナリ  データを  XML ドキュ メ ン ト
に変換します。 変換を行う と きに使用する メ タデータを作成する必要があ り ま
す。 変換プロセスでは、 バイナ リ  データの各フ ィールドが、 フ ィールドについ
て定義されたメ タデータに従って  XML に変換されます。 メ タデータには、
フ ィールドの名前、 データの型、 サイズと、 フ ィールドが省略可能かを指定しま
す。 バイナ リ  データは、 このバイナ リ  データの記述を使用して XML に変換さ
れます。 図 1-1 は、 XML へのバイナリ  データ変換の例を示しています。

図 1-1   XML データ変換 (Tom;Jones;1345;19;)

WebLogic Server プラ ッ ト フォームで開発されたアプリ ケーシ ョ ンの多 くは、 標
準のデータ  フォーマッ ト と して  XML を使用します。 WebLogic Server プラ ッ ト
フォーム上の他のアプリ ケーシ ョ ンから従来のシステムのデータにアクセスする
場合、 WebLogic Integration を使用するこ とでバイナリ  データ  フォーマッ ト と  
XML データ  フォーマッ ト を相互に変換できます。 最終的な用途と して特定の
データを XML 固有言語の XML に変換する必要がある場合は、 XML データ  
マッピング  ツールを使用してデータを変換する必要があ り ます。

データ統合とは

異なるエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンのデータの統合をサポートするため
に、 WebLogic Integration では従来のシステムのバイナリ  データを XML に、 ま
たはその逆に変換できます。 従来のデータが XML フォーマッ ト で使用できるよ
うになれば、 XML アプリ ケーシ ョ ンが直接に使用し、 特定の XML 文法に変換
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データ統合とは
する こ と も直接に使用して WebLogic Integration Studio のワークフローを開始す
るこ と もできます。 WebLogic Integration では、 次の 3 つのデータ統合ツールを
使用して、 非 XML と  XML 間またはその逆方向の変換をサポート しています。

� 設計時 Data Integration コンポーネン ト

� 実行時 Data Integration コンポーネン ト

� BPM (Business Process Management) 機能のプラグイン

変換は 2 段階で実行されます。 まず、 設計時ツールである  Format Builder を使用
してバイナリ  データの記述を作成します。 まず、 Format Builder で作成する メ タ
データにバイナリ  データのレコード  レイアウ ト が正確に反映されるよ うにバイ
ナ リ  データを分析します。

次に、 Format Builder でメ タデータ （入力データの記述） を作成し、 このメ タ

データを メ ッセージ  フォーマッ ト言語 （MFL） ドキュ メ ン ト と して保存します。
WebLogic Integration には COBOL コピーブッ クなどバイナ リ  メ タデータの共通
ソースから メ ッセージ  フォーマッ ト定義を自動的に作成するインポータが用意
されています。

次に、 WebLogic Integration の実行時コンポーネン ト を使用してバイナリ  データ
のインスタンスを XML に変換できます。図 1-2 は非 XML から  XML へのデータ
変換のイベン ト  フローを示しています。 BPM 機能へのプラグインによ り、 変換
設定タスクは簡単になっています。
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1 Data Integration プラグイン
図 1-2   Data Integration を使用しての非 XML から  XML への変換のイベント  フ
ロー

設計時 Data Integration コンポーネント

WebLogic Integration の設計時データ統合コンポーネン トは、Format Builder と呼
ばれる  Java アプリ ケーシ ョ ンです。 Format Builder はバイナリ  データ  レコード
の記述を作成する と きに使用します。 Format Builder では、 XML データ とバイ
ナ リ  データを相互に変換できるよ うにバイナ リ  データのレイアウ ト と階層を記
述できます。

Format Builder で作成した記述は、 メ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL） と呼ば
れる  XML 文法で保存されます。 MFL ドキュ メ ン ト には Data Integration の実行
時に使用する メ タデータが含まれています。 BPM 機能への Data Integration プラ
グインでも このメ タデータを使用して、 バイナリ  データ  レコードのインスタン
スを XML ドキュ メ ン トのインスタンス （またはその逆） への変換を行います。

さ らに、 Format Builder は、 変換によって作成される  XML ドキュ メ ン ト を記述
する  DTD または XML スキーマ ドキュ メ ン ト も作成します。
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データ統合とは
実行時 Data Integration コンポーネント

WebLogic Integration の実行時 Data Integration のコンポーネン トは Java ク ラスで
あ り、 このク ラスには、 バイナ リ  フォーマッ ト と  XML フォーマッ ト の間でデー
タを変換するためのさまざまな メ ソ ッ ドが用意されています。 この Java ク ラス
の使用方法にはいくつか種類があ り ます。 具体的には、 以下のとおりです。

� WebLogic Server を使用して EJB にデプロイ

� Studio で、 ワークフローからビジネス  オペレーシ ョ ン と して呼び出される

� Java アプリ ケーシ ョ ンへ統合

BPM (Business Process Management) 機能のプ
ラグイン

Business Process Management (BPM) の Data Integration プラグインは、 従来のシ
ステムのバイナリ  データから  XML へのデータ変換をサポートする こ とによ り、
アプ リ ケーシ ョ ン間の情報交換を可能にします。 Data Integration プラグインは、
XML からバイナ リへの変換と、 バイナ リから  XML への変換にアクセスできる  
BPM アクシ ョ ンを提供します。

このよ う なデータ変換機能のほかに、 Data Integration プラグインには以下の機能
があ り ます。

� バイナリ  フォーマッ トでのイベン ト  データ処理

� パフォーマンスの向上を目的と した MFL ドキュ メ ン トのイン メモ リ  キャ ッ
シング、 変換オブジェ ク ト  プール機能

� バイナリ  データの編集および表示に使用する  BinaryData 変数型

� WebLogic Server のク ラスタ環境内での実行

次の図は、 Data Integration と  BPM 機能の間の関係を示しています。
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リポジト リの使い方

リポジ ト リは、 ドキュ メン ト をま とめて格納しておくための機能で、 次の 4 種類
のドキュ メ ン トがサポート されます。

� MFL － メ ッセージフォーマッ ト言語ドキュ メ ン ト

� DTD － XML 文書型定義ドキュ メ ン ト

� XSD － XML スキーマ ドキュ メ ン ト

� XSLT － XSLT スタイルシート

開始 完了
コンフ ィグレーシ ョン済み

Format BuilderXML ドキュ メン ト
リポジ ト リ

BPM 用の Data Integration 
プラグイン

BEA データ
Integration Java
クラス

変換された
XML ドキュ メン ト

入力バイナリ データ
MFL ドキュメント名

MFL
ドキュ メン ト

MFL
ドキュ メン ト

（省略可能）
DTD
XML スキーマ

ワークフロータスク

Data Integration アクシ ョン
を使用
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リポジ ト リの使い方
リポジ ト リではこれらの各ドキュ メ ン ト型にアクセスでき、 Data Integration、
Business Process Management、 B2B Integration の間でドキュ メ ン ト を共有できま
す。 リポジ ト リには、 以前に構築された MFL、 DTD、 XSD、 および XSLT ド
キュ メ ン ト を リポジ ト リに簡単に移行できる  バッチ インポート  ユーテ ィ リ テ ィ
も用意されています。
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2 Data Integration プラグインの使
用

この章の内容は以下のとおりです。

� Data Integration プラグインを使用するデータ変換

� イベン ト  データの処理

� データ変換パフォーマンスの向上

� カスタム データ型と  Data Integration プラグイン

� WebLogic Server ク ラスタ化 のサポート

Data Integration プラグインを使用する
データ変換

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） は Business Process 
Management (BPM) 機能の実行、 非 XML ドキュ メ ン トから  XML ドキュ メン ト
あるいはその逆方向への変換機能を提供します。 変換を実行するには、 次の手順
に従います。

1. WebLogic Integration Studio を開始する。 Studio の開始及びロギングについて
は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「Studio インタ
フェースの使用法」 を参照して ください。

2. 目的のテンプレート定義を開き、 タスクをダブルク リ ッ ク します。 [ タスク
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス （図 2-1） が表示されます。
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2 Data Integration プラグインの使用
図 2-1   [ タスクのプロパティ ] ダイアログボックス

3. 選択したタスクにデータ変換アクシ ョ ンが含まれている場合は、 これを リ ス
ト から も う一度選択して [ 更新 ] をク リ ッ ク して手順 4 に進みます。 含まれ
ていない場合、 [追加 ] をク リ ッ ク して新しいアクシ ョ ンを追加します。 [ ア
クシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クス （図 2-2） が表示されます。
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Data Integration プラグインを使用するデータ変換
図 2-2   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

4. [統合アクシ ョ ン ] ノードを拡張する とアクシ ョ ンの リ ス トが表示されます。
リ ス ト の [データ統合 ] 項目を拡張します。 変換アクシ ョ ンの リ ス ト が表示
されます。 「XML からバイナ リへの変換」 および 「バイナリから  XML への
変換」 を参照。 実行する変換タイプを選択します。

XML からバイナリへの変換

XML からバイナ リへの変換を実行する手順は以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログボッ ク ス （図 2-2） で、 [Translate XML to 
Binary] を選択する。 [XML to Binary] ダイアログ ボッ クス （図 2-3） が表示さ
れます。
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2 Data Integration プラグインの使用
図 2-3   [Translate XML to Binary] ダイアログボックス

2. 次の表に従って、 フ ィールドにデータを入力します。
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Data Integration プラグインを使用するデータ変換
表 2-1  [Translate XML to Binary] ダイアログボックス

ダイアログ

ボックス領域

フ ィールド 説明

メ ッセージ

フォーマッ ト

パラ メータ

[ 名前 ] メ ッセージ フォーマッ トの名前。 テキス ト  フ ィールドに名前

を直接入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して リポジ ト リ  ド
キュ メ ン トの リ ス ト を呼び出し、 その中から選択します。

[ 説明 ] メ ッセージ フォーマッ トの説明を表示する。

注意 : テキス トの表示にのみ使用されるフ ィールドです。

このフ ィールドでテキス ト を編集するこ とはできま

せん。

[ メモ ] メ ッセージ フォーマッ トに添付されたノート を表示する。

注意 : テキス トの表示にのみ使用されるフ ィールドです。

このフ ィールドでテキス ト を編集するこ とはできま

せん。

メ ッセージ

フォーマッ ト

アクシ ョ ン ボ
タン

[ 参照 ] リ ポジ ト リ内の MFL ド キュ メ ン ト を参照する。

[ 表示 ] Message Format 領域に項目が表示される。 変換対象と して正

しいドキュ メ ン ト  タイプが選択されているかど うか確認でき

る。

[ デバッグ ] メ ッセージのデバッグを可能もし くは不可能にします。 この

オプシ ョ ンを選択する と、 変換アクシ ョ ンが WebLogic 
Server ログ ファ イルに書き込まれる。

変数パラ メー

タ

[ 入力 XML 変数 ] XML ワークフロー変数を表示する。 変換処理で使用する変数

を選択するか、 以下の手順に従って新しい変数を作成する。

1. 変数の新しい名前を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 確

認メ ッセージ  ボッ ク スが表示される。

2. [Yes] をク リ ッ クする。 新しい変数が作成される。

[ 結果の割り当て

先 ]
Binary Data ワークフロー変数が表示される。 変換された情報

を格納するための変数を選択するか、 以下の手順に従って新

しい変数を作成する。

1. 変数の新しい名前を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

2. [Yes] をク リ ッ クする。 新しい変数が作成される。
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3. 変換情報をワークフローに保存するには [OK] をク リ ッ ク します。
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Data Integration プラグインを使用するデータ変換
バイナリから  XML への変換

バイナリから  XML への変換を実行する手順は以下のとおりです。

1. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログボッ ク ス （図 2-2） で、 [ アクシ ョ ン｜デー
タ統合｜ Translate Binary to XML] を選択する。 [XML to Binary] ダイアログ 
ボッ クス （図 2-4） が表示されます。
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2 Data Integration プラグインの使用
図 2-4   [Translate Binary to XML] ダイアログボックス

2. 次の表に従って、 フ ィールドにデータを入力します。
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Data Integration プラグインを使用するデータ変換
表 2-2  [Binary to XML] ダイアログ ボックス フ ィールド

ダイアログ

ボックス領域

フ ィールド 説明

メ ッセージ

フォーマッ ト

パラ メータ

[ 名前 ] メ ッセージ フォーマッ トの名前。 テキス ト  フ ィールドに名前

を直接入力するか、 [Browes] をク リ ッ ク して リポジ ト リ  ド
キュ メ ン トの リ ス ト を呼び出し、 その中から選択します。

[ 説明 ] メ ッセージ フォーマッ トの説明を表示する。

注意 : テキス トの表示にのみ使用されるフ ィールドです。

このフ ィールドでテキス ト を編集するこ とはできま

せん。

[ メモ ] メ ッセージ フォーマッ トに添付されたノート を表示する。

注意 : テキス トの表示にのみ使用されるフ ィールドです。

このフ ィールドでテキス ト を編集するこ とはできま

せん。

メ ッセージ

フォーマッ ト

アクシ ョ ン

ボタン

[ 参照 ] リ ポジ ト リ内の MFL ド キュ メ ン ト を参照する。

[ 表示 ] Message Format 領域に項目が表示される。 変換対象と して正

しいドキュ メ ン ト  タイプが選択されているかど うか確認でき

る。

[ デバッグ ] メ ッセージのデバッグを可能もし くは不可能にします。 この

オプシ ョ ンを選択する と、 変換アクシ ョ ンが WebLogic 
Server ログ ファ イルに書き込まれる。
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3. 変換情報をワークフローに保存するには [OK] をク リ ッ ク します。

イベン ト  データの処理

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） には、 バイナ リ  データを 
XML に変換する、 またはイベン ト処理のフロン ト  エン ドで事前に処理するこ と
で、 バイナ リ  データによってワークフローを開始させる機能が用意されていま
す。 この機能は イベン ト  ハンド ラ  と呼ばれます。 イベン ト  ハン ド ラは JMS 
メ ッセージが ト ピッ クにパブ リ ッシュされる と実行されます。

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） で事前処理される メ ッセー
ジには、 3 つの JMS プロパティが必要です。

� WLPIContentType: "binary/x-application/wlxt"

� WLPIPlugin: "com.bea.wlxt.WLXTPlugin"

� WLPIEventDescriptor: MFL_document_name

変数パラ メー

タ

[入力バイナリ変
数 ]

バイナリ  ワークフロー変数を表示する。 変換処理で使用する
変数を選択するか、 以下の手順に従って新しい変数を作成す

る。

1. 変数の新しい名前を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 確
認メ ッセージ ボッ クスが表示される。

2. [Yes] をク リ ッ クする。 新しい変数が作成される。

[結果の割り当て
先 ]

XML データ  ワークフロー変数が表示される。 変換後の情報
を格納する変数を選択するか、 以下の手順に従って新しい変

数を作成する。

1. 変数の新しい名前を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

2. [Yes] をク リ ッ クする。 新しい変数が作成される。

表 2-2  [Binary to XML] ダイアログ ボックス フ ィールド

ダイアログ

ボックス領域

フ ィールド 説明
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データ変換パフォーマンスの向上
最初の 2 つの JMS メ ッセージ  プロパティは、 イベン ト  ハンド ラにア ドレッシン
グされるすべてのメ ッセージ用の定数です。 3 番目のプロパティには、 メ ッセー
ジ内のバイナリ  データを記述する  MFL ドキュ メ ン ト の名前が含まれます。

注意 : WLPI EventDescriptor の中で参照される  MFL ドキュ メ ン トは、 リ ポジ ト
リに格納されている必要があ り ます。

コード  リ ス ト  2-1 は、 イベン ト  ハン ド ラに処理させる メ ッセージを構築するた
めのコード例です。

コード  リス ト  2-1   イベント  ハンドラのコード例

byte[] bindata = ... the binary data ...
pub = sess.createPublisher(topic);
BytesMessage msg = sess.createBytesMessage();
msg.writeBytes(bindata);
msg.setStringProperty("WLPIPlugin", "com.bea.wlxt.WLXTPlugin");
msg.setStringProperty("WLPIContentType",
 "binary/x-application/wlxt");
msg.setStringProperty("WLPIEventDescriptor", “mymfldoc”);
pub.publish(msg);

サーブレッ ト  サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 このコードで構築されたメ ッ
セージがイベン ト  ハン ド ラで処理される様子を見るこ とができます。 サーブ
レ ッ ト  サンプルの実行方法については、 「サーブレッ ト  サンプルの実行」 ページ 
3-1 を参照して ください。

データ変換パフォーマンスの向上

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） には、 MFL ドキュ メ ン ト  
イン メモ リ  キャ ッシュの管理と監視、 イベン ト  ハン ド ラのデバッグを有効また
は無効にするためのコンフ ィ グレーシ ョ ン  パネルが用意されています。 このパ
ネルを使用する こ とで、 イン メモ リ  キャ ッシュ と変換オブジェ ク ト  プールを調
整して、 データ変換のパフォーマンスを向上させるこ とができます。

注意 : MFL ドキュ メ ン トに行う更新を有効にするためには、 MFL ドキュ メ ン
ト  イン メモ リ  キャ ッシュを消去する必要があ り ます。
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コンフ ィグレーシ ョ ン  パネルにアクセスする手順は以下のとおりです。Business 
Process Management 固有のアクシ ョ ンの詳細については、 Business Process 
Management を参照して ください。

1. WebLogic Integration Studio を開始する。 Studio の開始及びロギングについて
は、 「Studio インタフェースの使用法」 を参照して ください。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン｜プラグイン ] を選択します。 [ プラグインのコン
フ ィ グレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます （図 2-5）。

図 2-5   [ プラグインのコンフ ィグレーション ] ダイアログボックス

3. [データ統合プラグイン ] を選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク します。 Data 
Integration プラグイン （Data Integration plug-in） の [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] 
ダイアログボッ ク スが開きます （図 2-6）。
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データ変換パフォーマンスの向上
図 2-6   Data Integration プラグインの [ コンフ ィグレーション ] ダイアログボッ
クス

4. 変換パフォーマンスを監視、 向上させるには、 次のテーブルで説明する
フ ィールドにデータを入力します。

ダイアログ 
ボックス領域

フ ィールド 説明

[開始モード ] [自動 ] Studio の開始時に自動的に Data Integration プラグイン （Data 
Integration plug-in） を立ち上げます。

[手動 ] Studio から  Data Integration プラグイン （Data Integration 
plug-in） を使用できる よ うにします。

[無効化 ] Studio から  Data Integration プラグイン （Data Integration 
plug-in） を使えないよ うにします。
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Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） によ り、 標準の BPM 機能
の編集や表示機能が拡張されます。 これらの機能は、 バイナ リ  データを表示、
編集するための Format Tester の Hex Editor コンポーネン トによって提供されま
す。

[Data 
Integration 
Object Pool]

[Preferred Pool 
Size]

プール内の永続的オブジェ ク トの最大数を定義する。 スラ イ

ダを使用して、 プール サイズを該当する値に設定する。

注意 : ユーザが設定したプ リ フ ァレンス  プール サイズを超
過する と、 変換エンジンによって一時的なプール オ
ブジェ ク トが作成されます。 それらのオブジェ ク ト

は、 プールに返される と きに削除されます。

[Current Size] 現在プール内にあるオブジェ ク ト数を表示する。

[High Water 
Mark]

サーバ起動時以降の、 プール内の最大オブジェ ク ト数を表示

する。

MFL
キャ ッシュ

[MFL Requests] MFL ドキュ メ ン トの変換リ クエス トの合計数を表示する。

[Cache Hits] 必要な MFL ドキュ メ ン トがすでにキャ ッシュ内に存在してい
る場合の要求数が表示される。

[Hit Ratio] データベースからではな く、 キャ ッシュから  MFL ドキュ メ ン
ト を読み込んで対応された リ クエス トの割合を表示する。

MFL キャ ッ
シュ  アクシ ョ
ン  ボタン

[Refresh] サーバに リ クエス ト を送信して、 MFL キャ ッシュの統計を更
新する。

[Clear] MFL ドキュ メ ン ト  キャ ッシュを消去する。後続の変換要求の
こ とを考え、 MFL ドキュ メ ン トはリポジ ト リから ロード しま
す。

Event Handler 
オプシ ョ ン

[Enable Debug 
Messaging]

イベン ト  ハン ド ラに対して、 デバッグ  メ ッセージ機能を有効
または無効に設定する。 有効にする と、 変換時にデバッグ  
メ ッセージが WebLogic Server ログ フ ァ イルに書き込まれる。

ダイアログ 
ボックス領域

フ ィールド 説明
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変数型と  Data Integration プラグイン
変数型と  Data Integration プラグイン

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） には、 バイナ リ  データを
編集、 表示する と きに使用できる  Binary Data 変数型が用意されています。
Binary Data 変数はバイナリ  データの論理セッ トのコンテナと して機能し、 追
加の表示機能があ り ます。 変数は、 Data Integration プラグイン （Data Integration 
plug-in） に用意されているアクシ ョ ンを呼び出してバイナ リ  データをやり と り
するプログラムによって使用されます。 また、 Workflow Instance Monitor がバイ
ナリ変数の内容を表示、 編集する と きにも使用されます。

カスタム データ型と  Data Integration プラ
グイン

WebLogic Integration には、 ユーザに独自に必要なデータ型に適したカスタム 
データ型を作成できるユーザ定義データ型機能が用意されています。 ユーザ定義
データ型機能を使用する と、 Data Integration の実行時エンジンにカスタムのデー
タ型をプラグインできます。 いったんプラグインされたユーザ定義のデータ型

は、 特徴や機能の面で組み込みデータ型と区別できません。

ユーザ定義データ型の設定

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） で使用されるユーザ定義
データ型は、 CLASS ドキュ メ ン ト と して  WebLogic Integration リ ポジ ト リに格納
されます。 実行時に、 Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） は必
要に応じて リ ポジ ト リからユーザ定義データ型のク ラスを読み込みます。 さ ら
に、 Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） は、 アクテ ィブ テン
プレー ト をサポートするのに必要な MFL およびク ラス フ ァ イルをエクスポート
し、 これによって別の Business Process Management インスタンス上でテンプ
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レー ト をそのままインポートできます。 ク ラス  ドキュ メ ン トは、 次のどちらか
の方法を使用して リポジ ト リに格納できます。 以下の節では、 それらのメ カニズ
ムについて説明します。

� Format Builder の使い方

� Repository Import ユーテ ィ リ テ ィの使い方

Format Builder の使い方

Format Builder を使用してユーザ定義データ型を リポジ ト リに公開するには、 次
の手順を実行します。

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Format Builder] を選択して、 Format Builder を起動する。
Format Builder メ イン ウ ィ ンド ウが表示されます。

2. [Repository｜ Log In] を選択します。 [WebLogic Integration リポジ ト リへの
ログイン ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3. [ ユーザ名 ] フ ィールドに、 サーバ ユーザに対して指定されたユーザ ID を入
力します。

4. [パスワード ] フ ィールドに、 サーバ ユーザに対して指定されたパスワード
を入力します。
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ユーザ定義データ型の設定
注意 : デフォル ト  ユーザとパスワードについては、 『WebLogic Integration の
起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「開始する前に」 の 「WebLogic 
Integration ユーザとパスワード」 を参照して ください。

5. サーバの名前と該当するポートの番号を  [Server[:port]] フ ィールドに入力し
ます。

注意 : [WebLogic Integration リポジ ト リへのログイン ] ウ ィ ン ド ウでは、 ロ
グインは 3 回までしか行う こ とができません。 3 回失敗する と、 ログ
イン失敗のメ ッセージが表示されます。 ログインに 3 回失敗した場合
は、 [Repository ｜ Log In] を選択して、 ログインの手順を繰り返しま
す。

6. [接続 ] をク リ ッ ク します。 ログインに成功する と、 [ ログイン ] ウ ィ ンド ウ
が閉じ、 Format Builder のタイ トル バーに [WebLogic Integration リポジ ト リ
へのログイン ] ウ ィン ド ウで入力したサーバ名とポート番号が表示されます。
アクテ ィブな リポジ ト リ項目のメニューが表示されます。 アクセスしたい項
目を選択します。

7. [Tools｜ User Defined Types] を選択します。 [Add/Remove User Defined 
Types] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

リポジ ト リ との接続が確立されている と、 [Add/Remove User Defined Types] 
ダイアログボッ クスには登録済みの各ユーザ定義データ型のステータスが表
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示され、 リ ポジ ト リに公開できます。 ユーザ定義型のリポジ ト リのステータ
スは、 ダイアログ ボッ クスの [Installed Types] 領域の各エン ト リの前に、
ボール方のアイコンでで示されます。

各ユーザ定義型の名前の前にあるアイコンの色は、 そのステータスを表わし
ます。

� [緑 ] －ユーザ定義データ型は、 リ ポジ ト リに公開されている。

� [黄色 ] －ユーザ定義データ型はリポジ ト リに公開されているが、 ク ラス
のローカル バージ ョ ンが リポジ ト リのバージ ョ ンと異なる。

� [赤 ] －ユーザ定義データ型は、 リ ポジ ト リ内に存在しない。

8. [Installed Types] のリ ス ト から公開するク ラスをク ラスを選択して、 [Publish] 
をク リ ッ ク します。 選択したエン ト リのアイコンの色が緑になるはずです。
これは、 そのク ラスが リポジ ト リの中に正常に格納されたこ と を意味しま
す。

Repository Import ユーティ リティの使い方

リポジ ト リ  インポー ト  ユーティ リ テ ィ を使用して、 ユーザ定義データ型を含め
て Java ク ラス  ファ イルをインポートする手順は以下のとおりです。

1. [CLASSPATH] 内に wlxt-repository.properties  ファ イルを作成します。
このファ イルの内容は次のよ うにな り ます。

wlxt.repository.url=server_url

たとえば、

wlxt.repository.url=t3://localhost:7001

2. 次のコマン ドを入力して、 ク ラス  ファ イル名を  Import コマンド  ラインに渡
します。

java com.bea.wlxt.repository.Import filename

たとえば、 次のコマン ドは現在のディ レク ト リ内のすべてのク ラス  フ ァ イル
をインポート します。

java com.bea.wlxt.repository.Import *.class
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WebLogic Server クラスタ化 のサポー ト
注意 : Repository Import ユーティ リ テ ィでは、 ユーザ定義データ型だけでなく
任意の Java ク ラス  フ ァ イルを リポジ ト リにインポートできます。 この機
能は、 ユーザ定義データ型が、 com.bea.wlxt.bintype.Bintype ク ラス
の拡張ではない追加のク ラス  ファ イルに依存する場合に便利です。

WebLogic Server クラスタ化 のサポート

Data Integration プラグイン （Data Integration plug-in） は、 WebLogic Server ク ラ
スタ化環境でも正し く機能します。 ク ラスタ化環境では、 プラグイン管理者は常
にク ラスタの 1 つのノードだけに接続されます。 管理者が発行するコマン ドは、
ク ラスタ内の別のノードに伝播します。

ク ラスタ内のサービス間の通信は、 JMS ト ピ ッ クを使用して処理されます。
JMS ト ピ ッ クは、 WebLogic Integration 環境内のク ラスタ内の異なる ノード上の
通信に使用されます。

クラスタ化のための Data Integration プラグインの
設定

ク ラスタ化機能を利用する場合には、 Data Integration プラグイン （Data 
Integration plug-in） を以下のよ うに設定する必要があ り ます。

1. ク ラスタ内のサーバの 1 つで JMS ト ピ ッ クを作成します。 この ト ピッ クの 
JNDI 名は次のよ うにな り ます。

com.bea.wlxt.cluster.BroadcastTopic

注意 : JMS ト ピ ッ ク作成の詳細については、 WebLogic Server マニュアルを
参照して ください。

2. テキス ト  エディ タで、 config.xml  ファ イルを開く。 ファ イルは 
SAMPLES_HOME\integration\config\samples\ ディ レ ク ト リにあ り ます。
SAMPLES_HOME は WebLogic Platform サンプルのインス トール ディ レク ト リ
です。

注意 : config ディ レ ク ト リには、 作成した各ド メ インご とに個別のサブ
ディ レ ク ト リが含まれます。 これらの各サブディ レク ト リには、 それ
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ぞれの config.xml ファ イルがあ り ます。 正しいフ ァ イルを開く よ う
にして ください。

3. Business Process Management の <Application> セクシ ョ ンを見つけて、 この
セクシ ョ ン内の任意の場所に以下を追加します。

<EJBComponent Name=”wlxt-cluster”
 DeploymentOrder=”99”
 Targets=”[server_name]”
 URI=”wlxtmb.jar”
/>

4. config.xml ファ イルを保存します。

注意 : config.xml ファ イルへの変更を有効にするには、 サーバを再起動する
必要があ り ます。
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アプリケーションの実行

Data Integration ソフ ト ウェアには、WebLogic Integration 内での Business Process 
Management (BPM) の統合を理解するために設計された  2 つのサンプル アプリ
ケーシ ョ ンが含まれています。 この節では、 この 2 つのサンプルに基づきアプリ
ケーシ ョ ンの実行について段階的に説明します。 説明する ト ピッ クは以下のとお
りです。

� 前提条件

� サーブレッ ト  サンプルの実行

� EJB サンプルの実行

前提条件

この節の説明は、 WebLogic Integration について、 特に Data Integration と  
WebLogic Integration プロセス  エンジンについて理解されているこ と を前提と し
て書かれています。 また、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンを実行するためには、
WebLogic Integration を正し く インス トールし、 サンプル ワークフローを実行し
ておく必要があ り ます。

サーブレッ ト  サンプルの実行

このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンでは、 サーブレ ッ ト をインス トールする  Web 
アーカイブ フ ァ イル (WLPI_sample.war) を実装します。 このサーブレ ッ トは、
バイナ リ  データから  XML への変換の要求を受け付けます。 アクセスはブラウザ
を通じて行います。 またサーブレ ッ トは、 生成された  XML データを表示するこ
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とによって応答します。 さ らに、 アプ リ ケーシ ョ ンはデータを  XML 形式または
バイナリ形式のいずれかで WebLogic Integration イベン ト  ト ピ ッ クにポス ト され
ます。 このデータを使用してワークフローを開始できます。

サーブレッ ト  サンプルの内容

サーブレ ッ ト  サンプル アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration インス トール
の SAMPLES_HOME\integration\samples\di\wlpi ディ レク ト リに格納されま
す。 SAMPLES_HOME は WebLogic Platform インス トールにおけるサンプル ディ レ
ク ト リです。 次の表では、 サーブレ ッ ト  サンプル アプリ ケーシ ョ ンに含まれる
フ ァ イルについて説明しています。

表 3-1  サーブレッ ト  サンプル アプリケーション ファイル

ディ レク ト リ ファイル 説明

\wlpi\source WLPI_sample.java HTML ファ イルを画面に表示する、 およびバイ

ナリ  データを  XML に変換するためのサーブレッ

トのソース  コード。 この XML は、 オプシ ョ ン と

して JMS ト ピ ッ ク上に置く こ と もでき る。

\wlpi SampleData.mfl サンプル ワークフローの開始に使用するサンプ

ル バイナ リ  データ  ファ イルのメ ッセージ フォー

マッ ト言語による記述。

\wlpi SampleData.data サンプル ワークフローの開始時にインプッ ト と

して使用されたサンプル データ  ファ イル。

\wlpi DI_ServletSample.jar サンプルで使用される、 エクスポート される

ワークフロー。 ワークフローはサンプルを設定

する と自動的にインポー ト される。 説明につい

ては 3-4 ページの 「ステップ 1. Sample 
Application Launcher の起動」 を参照。

\wlpi Makefile サンプル ソースを .jar ファ イルに構築するため

のメ イ ク  ファ イル。

\wlpi build.cmd ソースから  .jar ファ イルを構築する。
3-2 Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイド



サーブレッ ト  サンプルの実行
サーブレッ ト  サンプルの実行方法

サーブレッ ト  サンプルを実行するには、 この節で説明する手順を実行します。
WebLogic Server および BPM 機能固有のタスクの説明については、
edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html の BEA ドキュ メ ン ト を参照して く
ださい。

\wlpi\images bealogo.jpg サンプル サーブレッ トによって  HTML ページ上

に表示される  BEA ロゴ  イ メージ。

\wlpi\WEB-INF hello.html ユーザからの入力データを取得するサンプル 
サーブレッ トによって使用される  HTML ページ。

\wlpi\WEB-INF web.xml サンプル サーブレッ トのデプロイ メ ン ト情報を

定義する  J2EE コンフ ィグレーシ ョ ン フ ァ イル。

\wlpi\WEB-INF weblogic.xml サンプル サーブレッ トの WebLogic の固有情報

を定義する  BEA コンフ ィグレーシ ョ ン  フ ァ イ

ル。

wlpi\WEB-INF\lib cos.jar サンプル コードの実行で使用されるユーティ リ

テ ィ  ラ イブラ リ。

wlpi\WEB-INF\lib HtmlScreen.jar サンプル コードの実行で使用されるユーティ リ

テ ィ  ラ イブラ リ。

WebLogic Platform ホーム ディレク ト リ直下

samples\
integration\
config\samples\
applications

WLPI_sample.war すべての実行可能なサンプル コード と コンフ ィ

グレーシ ョ ン  ファ イルを含む Web Archive ファ

イル。 このフ ァ イルは、 インス トール時に 
WebLogic Integration アプ リケーシ ョ ン  ディレク

ト リに自動的にデプロイ される。

表 3-1  サーブレッ ト  サンプル アプリケーション ファイル

ディレク ト リ ファイル 説明
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ステップ 1. Sample Application Launcher の起動

初めて使用する場合

Sample Application Launcher を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切
な手順を実行します。

� Windows

1. [ スター ト｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ WebLogic Integration 7.0 ｜
Integration Samples｜ Start Server] を選択して [Launch Example] を選択しま
す。 すべてのサンプルが設定されていれば、 サンプル起動ページが表示され
ます。 すべてのサンプルが設定されるのに数分かかり ます。 図 3-1 は Sample 
Application Launcher です。

図 3-1   Sample Application Launcher

2. [Data Integration Servlet] をサンプル アプリ ケーシ ョ ン  リ ス トから選択しま
す。 図 3-2 は Data Integration Servlet サンプル ページです。
3-4 Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイド



サーブレッ ト  サンプルの実行
図 3-2   Data Integration Servlet サンプル ページ

� UNIX

1. PATH 環境変数に、 Netscape 実行ファ イル （netscape） が格納されたディ レ

ク ト リが含まれている こ と を確認します。 含まれていない場合は、 サンプル
起動ページを表示できません。

2. WebLogic Integraion のホーム ディ レク ト リ （WebLogic Integraion のインス
トール先ディ レク ト リ ） に移動します。 たとえば、

cd /home/me/bea/weblogic700/integration

3. setenv  スク リプ ト を実行して、 最上位の  WebLogic Integraion 環境変数を設
定します。

. setenv.sh

4. RunSamples スク リプ ト を実行します。 たとえば、

cd /home/me/bea/weblogic700/samples/integration/samples/bin
RunSamples

5. RunSamples スク リプ トのコンフ ィグレーシ ョ ン  セクシ ョ ンが実行済みであ
るこ とが検知される と、 次のプロンプ トが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been created
and populated, possibly from a previous run of this
RunSamples script. Do you want to destroy all the current
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data in the repository and create and populate the
WebLogic Integration repository, again?
Y for Yes, N for No

この質問に N と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納を行う手順が省略

され、 WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順のみが実行
されます。

この質問に Y と入力する と、 リ ポジ ト リの作成および格納が改めて行われ、

その後で WebLogic Server のサンプル インスタンスを起動する手順が実行さ
れます。 Y と入力した場合、 その時点でリポジ ト リに格納されている全デー
タが破棄され、 リ ポジ ト リにサンプル データが再ロード されます。 現在のサ
ンプル データが変更または削除され、 新規または未変更のサンプル データ
を リポジ ト リに格納する場合にのみ、 Y を入力して ください。

以上によ り、 WebLogic Server のインスタンスがバッ クグラウンド  プロセス
と して起動され、 サンプル起動ページが表示されます。

以前にサンプルを設定している場合

サーバを起動して Sample Launcher を表示するには、 プラ ッ ト フォームに合わせ
て適切な手順を実行します。

� Windows

1. [ スター ト｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ WebLogic Integration 7.0 ｜
Integration Examples｜ Start Server] を選択します。

2. [ スター ト｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ WebLogic Integration 7.0 ｜
Integration Examples｜ Launcher Examples] を選択します。

3. [Data Integration Servlet] を選択し  [Data Integration Servlet サンプル ]  ページ
を開きます。

� UNIX

1. サンプル ド メ インの bin ディ レク ト リに移動します。 たとえば、 製品をデ

フォル トのディ レク ト リにインス トールした場合、 次のよ うに入力します。

cd SAMPLES_HOME/integration/samples/bin

2. 次のよ うに入力してサーバを起動します。

. ./startServer

3. 次のメ ッセージが表示された場合は、 startServer スク リプ トは正し く終了

しています。
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StartServer execution successful

4. Web ブラウザを起動して次の  URL を入力します。

http://localhost:7001/index.html

Samples Launcher Web ページが表示されます。

ステップ 2. メール セッションの設定

メール ホス ト をすでに設定している場合は、 このステップを省いても構いませ
ん。 コンフ ィ グレーシ ョ ンを検証したい場合は、 実行する と よいでし ょ う 。

1. Samples Launcher の Administration Console から  [WebLogic Server] をク リ ッ
ク します。 WebLogic Server Administration Console が表示されます。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [ サービス｜メール｜ wlpiMailSession] を選択し
ます。

3. 正しい情報を入力してメール ホス ト を設定します。 この場合、 必ず 
mail.host=mailserver と します。 [ メール セッシ ョ ン ] 画面の [ コンフ ィ
グレーシ ョ ン ] タブの例を次の図に示します。

図 3-3   [ メール セッション ] 画面の [ コンフ ィグレーション ] タブ

4. [ 対象 ] タブを選択します。
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5. 次の図に示すよ うに、 メール サーバ名を  [Available] 列から  [Chosen] 列に移
動します。

図 3-4   [ メール セッション ] 画面の [サーバ ] タブ

6. [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

ステップ 3. サンプル XML データの更新と メ ッセージの送信

1. テキス ト  エディ タで 
SAMPLES_HOME\integration\samples\di\wlpi\SampleData.data ファ イ
ルを開きます。 テキス ト  user@nowhere.com を、 ワークフローが電子メール 
メ ッセージの配信に使用する有効な電子メール アドレスで置き換えます。

2. [Sample Application Launcher] の [Input File] フ ィールドで次のデータ  ファ イ
ルに移動します。

SAMPLES_HOME\integration\samples\di\wlpi\SampleData.data

指定したファ イルはローカル システム内に無ければな り ませんが、 サーバを
実行している ものでな く て構いません。 ファ イルがローカル システムに無い
場合は、 エラー メ ッセージが表示されます。

3. [Submit] をク リ ッ ク します。 データ  ファ イルで指定したアドレスに、 短い電
子メール メ ッセージが送られます。
3-8 Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイド



EJB サンプルの実行
EJB サンプルの実行

このサンプルは、 給与データの入力によって開始される、 HR システムから給与
システムへのデータ  フローをシ ミ ュレー ト します。 従業員のデータは、 バイナ

リ  データが使用されている従来の給与システムから取得されます。 データは 
XML に変換されるので、 従業員への支払情報を確定するための計算を実行でき
ます。 計算の結果は、 再びバイナリ  フォーマッ トに変換され、 給与システムに
送られます。

EJB サンプルの内容

EJB サンプル アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration インス トールの 
SAMPLES_HOME\integration\samples\di\ejb ディ レク ト リにあ り ます。 次の
表では、 EJB サンプル アプリ ケーシ ョ ンに含まれるファ イルについて説明して
います。
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表 3-2  EJB サンプル アプリケーション ファイル

ディ レク ト リ ファイル 説明

\ejb makefile サンプル ソースを .jar ファ イルに構築するため
のメ イ ク  ファ イル。

WLXTExample.jar Data Integration からエクスポート されたサンプ
ル ワークフロー

HR.mfl サンプルの HR Bean から返されるバイナ リ  デー
タの MFL ファ イル。

Payroll.mfl サンプルの Payroll Bean に渡されるバイナリ  
データの MFL ファ イル。

Autopay.cmd コマンド  ラ インからワークフローを開始するた
めの Windows NT コマンド  ス ク リプ ト。

Autopay.sh コマンド行からワークフローを開始するための 
UNIX シェル ス ク リプ ト。

build.cmd ソースから  wlxtejb.jar を構築する。
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EJB サンプルの実行方法

EJB サンプルを実行するには、 次に説明する手順に従ってください。

ステップ 1. ワークフロー定義のインポート

1. WebLogic Integration Studio を起動します。 Studio の開始及びロギングについ
ては、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「Studio インタ
フェースの使用法」 を参照して ください。

\ejb\source Payroll.java 従来の給与システムを表すサンプル EJB。

PayrollHome.java

PayrollBean.java

HR.java 従来の HR システムを表すサンプル EJB。

HRHome.java

HRBean.java

AutoPay.java プ リ フォーマッ ト されたメ ッセージを Event 
Topic 上に配置してサンプル ワークフローを開始
させるプログラム。

HexDump.java サンプル EJB によって使用されるユーテ ィ リ
テ ィ  ク ラス。

EmployeeRecord.java サンプル HR EJB によって使用される従業員の
データ  ク ラ ス。

WebLogic Platform ホーム ディレク ト リ直下

samples\
integration\
samples\di\
ejb\lib

WLXTEJB.jar サンプル アプ リケーシ ョ ンの実行ファ イル。

表 3-2  EJB サンプル アプリケーション ファイル （続き）

ディレク ト リ ファイル 説明
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2. [ ツール｜パッケージをインポート ] を選択します。 [ インポー ト : ファ イル
を選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます （図 3-5）。

図 3-5   [ インポート : ファイルを選択 ] ダイアログボックス

3. [ 参照 ] をク リ ッ ク し、 定義ファ イル WLXTExample.jar を選択し、 [ 開く ] 
をク リ ッ ク します。 [ 次へ ] ボタンをク リ ッ クする と、 [ インポートするコン

ポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クスが開きます （図 3-6）。
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図 3-6   [ インポート : インポートするコンポーネントを選択 ]

4. インポート後、 実行中のワークフローのチェ ッ ク  ボッ クスが選択され、 すべ

てのコンポーネン トが選択されている こ と を確認してから  [ インポー ト ] ボ
タンをク リ ッ ク します。 [ インポート : インポー ト概略を確認 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます （図 3-7）。
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図 3-7   [ インポート : インポート概略を確認 ]

5. 正しいコンポーネン トが リ ス ト されているこ とを確認します。 正し くない場
合は、 [戻る ] ボタンをク リ ッ ク してコンポーネン ト をも う一度選択します。

コンポーネン トの リ ス ト が正しければ、 [閉じる ] をク リ ッ ク します。 これで

テンプレート を開く準備が整いました。

ステップ 2. テンプレートを開く

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 前のステップでインポート した  WLXT Example テ
ンプレー ト を展開します。 テンプレート定義 1-1-00-12:00-AM を右ク リ ッ

ク します。

2. [ 開く ] を選択します。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンのために作成された

ワークフローが表示されます （図 3-8）。
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図 3-8   WebLogic Integration のサンプルのワークフロー
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ステップ 3. ワークフローの開始

サンプルで作成したワークフローの開始方法には 2 つあ り ます。

� WebLogic Integration Worklist から

� コマンド  ラインから

ワークフローを開始する と、 HR システムと給与システム間でシ ミ ュレー ト した

データ  フローを  Studio で監視できます。

WebLogic Integration Worklist から

サンプル ワークフローを  WebLogic Integration から開始する手順を次に示しま

す。

1. WebLogic Integration Worklist を開始し、 [ ワークフロー｜ワークフローを開

始 ] を選択します。

2. [WLXT Example] を選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。

図 3-9   WLXT のサンプル ワーク リス ト

3. [Enter Payroll Data] タス クを右ク リ ッ ク し、 [ 実行 ] を選択します。 [Enter 
Payroll Data] ダイアログ ボッ クスが表示されます （図 3-10）。
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図 3-10   [Enter Payroll Data] ダイアログ ボックス

4. 給与データを入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 タスクが開始され、 ワークフ

ローが実行されます。

注意 : この例では、 従業員番号と して  1 ～ 4 のみが有効です。 期間の終了日
付と、 作業時間数と して任意の数値を入力できます。

コマンド  ラインから

コマンド  ラ イン プロンプ ト からサンプル ワークフローを開始する手順は以下の

とおりです。

1. テキス ト  エディ タでスク リプ ト （Windows NT では Autopay.cmd、 UNIX で
は Autopay.sh） を開き、 WebLogic Integration プロセス エンジン の位
置を確認します。 デフォル ト では、 位置は localhost、 ポート番号は 7001 
になっています。

2. お使いのシステムのホス ト とポー トに一致するよ うにロケーシ ョ ン情報を変
更します。

3. 環境変数 WL_HOME をディ レク ト リのパス名と して設定します。 こ こには、

WebLogic Server がインス トールされています。 たとえば、

set WL_HOME=c:\bea\weblogic700

4. 環境変数 WLI_HOME をディ レク ト リのパス名と して設定します。 こ こには、

WebLogic Integration がインス トールされています。 たとえば、

set WLI_HOME=c:\bea\weblogic700\integration
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3 WebLogic Integration サンプル アプリケーシ ョ ンの実行
5. システム （Windows NT または UNIX） のコマンド  スク リプ ト を実行し、 図 
3-10 に示されるのと同じパラ メータを渡します。 たとえば、

Autopay 1 2000-11-30 60

ワークフローが開始します。

手順 4. 変数の値を確認する

サンプル データフローを監視する手順は次のとおりです。

1. Studio で、 [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

ワークフロー監視の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザー
ズ ガイ ド 』 の 「ワークフローのモニタ リ ング」 を参照して ください。

2. ポップアップ メニューで任意のワークフロー インスタンスを右ク リ ッ ク し、

[ 変数 ] を選択します。 [ ワークフロー変数 ] ダイアログ ボッ ク スが表示され

ます。

3. それぞれの変数を確認し、 3-16 ページの 「ステップ 3. ワークフローの開始」 
にある値に設定されているか検証します。
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